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第 99 回の USCAP annual meeting が 3 月 20 日から 26 日にかけて、ワシントン
DC の Marriot Wardman Park Hotel にて行われました。学会場があるワシントン
DC はご存知のようにアメリカ合衆国の首都で、落ち着いた雰囲気の歴史を感じさせ
る街並みが印象的でした。また、この時期にしては気温が思いのほか暖かく、すでに
市内のあちらこちらで、桜やシロモクレンの花が咲き始めていたのには少し驚きまし
た。

今回の USCAP にも、日本から多数の病理医が参加、発表されていましたが（その
数はおよそ 50 人以上）、IAP 日本支部からも松原会長、長村 IAP 副会長をはじめ山邊、
清水、加藤などの役員および会員の方々が多く参加されました。USCAP は日本の学
会と異なり、演題を出しても採択されるのは 50％以下といわれています。ですので、
そこで発表できること自体が名誉なことですが、参加した日本人病理医の中には、本
人がトップネームでエントリーした 4 つの演題が全て採択されてしまいあわてていた
方もあったと聞いています。一方、USCAPのポスター発表では、日本から電子データー
をネットで送り、学会場でポスターを紙に印刷するというオプションがあるようでし
た。日本からポスターを容れた大きな筒を持ち込むのは、今では時代遅れのスタイル
になってしまったのかもしれませんね。

USCAP には色々な分野から 26 もの companion meeting が付随して開催されてお
りますが、このように色々な学会を同時に同場所で行うことは時間的および経済的な
面からの負担の軽減にはとても役立っているのだろうと思いました。なお、今回の

USCAPに参加して

大統領官邸（ホワイトハウス）
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companion meeting で特に印象深かったのは、和歌山医大の
覚道教授が EPS（Endocrine Pathology Society）の会長を努
められ、シンポジウムの司会を担当されていたことでした。
小生もそのシンポジウムでスピーカーの一人として発表させ
て頂きとても光栄でした。

USCAP の総会にも参加しましたが、現在の USCAP の運
営は財政的にも極めて良好のようで、会員の数も年々増加し
ているようでした。また、学会誌の Modern Pathology や
Laboratory Investigation の Impact factor も年々上昇してい
るのはご存知のとおりです。とくに興味を持ったのは、病理
学教育に関連した色々なプロジェクトが進んでいるように見
受けられました。なお、総会の中で、色々な Award の授与が

行われましたが、とくに今回は Rosai and Ackerman’s Surgical 
Pathology の著者として有名な Juan Rosai が「Distinguished 
Pathologist Award」を受賞されました。その授賞式では、会
場からの大きな拍手と standing ovation を受けていました。

USCAP は IAP 最大規模の支部ですので、学際的な面はも
ちろんですが、組織運営的な面からも学ぶべきことが多かっ
たと思います。来年の USCAP2011 はちょうど第 100 回目の
annual meeting になり、アメリカ南部のテキサス州サンアン
トニオで開催されます。

 （加藤良平記）

USCAPポスター会場入り口

Distinguished Pathologist Awardを受けたDr Rosai

USCAP学会場となったマリオットホテル

長村IAP本部副会長（ポスター会場）
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「ジャパンナイト」は学会 4 日目の 23 日（火曜日）夜に、学
会会場の Marriot Wardman Park Hotel 内 Jackson room で
行われました。このジャパンナイトには、長年にわたり湘南
IAP セミナーでお世話になった Silverberg 先生と奥様を含め、
41 名もの多数の方々が参加され、和気藹々の雰囲気の中で飲
み物を飲みながら情報交換やお互いの親交を深めることがで
きたように思えます。今回のジャパンナイトの参加費は、一
人 30 ドルでしたが、想定された数以上の出席者だったために、
支払い後に残金が発生しました。これは主催者側としては嬉
しいことで、余ったお金は来年の費用の一部にまわすことに
します。ジャパンナイトに出席された方々に感謝するととも

に来年お会いできることを楽しみにしています。
なお、ジャパンナイトの後に、Silverberg 御夫妻が市内の

レストランに我々をご招待下さりました。恐縮するとともに
Silverberg 御夫妻の暖かいお心遣いに心より御礼申しあげま
す。本当に有難う御座いました。 （加藤良平記）

JDIAP主催のジャパンナイト

日　時：平成 22 年 11 月 27 日（土）　9：00 − 17：30
場　所：北九州国際会議場

教育シンポジウム　9：00 − 11：45
今回のシンポジウムは、IAP 日本支部会員の方々にお願い

しましたアンケートの回答を参考に、要望の多かった胃癌（取
扱い規約の改定について）が選ばれました。

テーマ　　　：胃癌（取扱い規約の改定について）（仮題）
モデレーター： 加藤　 洋（獨協医科大学日光医療センター、

癌研究会癌研究所）
　　　　　　　岩下 明徳（福岡大学筑紫病院病理部）
演　者　　　： 未定（決定次第 IAP ホームページに掲載します。

http：//www.iapjapan.org/）

当日はご自由にご参加ください（参加費 3,000 円、ハンド
アウト代を含む）。その時に病理専門医の更新に必要な参
加賞をご用意いたします。（5 単位）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：加藤良平）

スライドセミナー　13：15 − 17：30
１時限目　13：15 − 15：15　　　　　　　　　敬称略

*A-1 乳腺針生検の病理診断
森谷 卓也（川崎医科大学病理学 2）

 B-1 骨髄の病理（MDS など）
大島 孝一（久留米大学医学部病理学）

 C-1 子宮内膜症とその関連腫瘍
本山 悌一（山形大学医学部人体病理病態学）

 D-1 神経系腫瘍（中枢系および末梢神経）
広瀬 隆則（徳島県立中央病院病理診断部）

２時限目　15：30 − 17：30

*A-2 大腸ポリープの病理診断
岩下 明徳（福岡大学筑紫病院病理部）

 B-2
肺の外科病理 update
中谷 行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理学）
松原　 修（防衛医科大学校病態病理学）

 C-2 膵腫瘍性病変の病理
諸星 利男（昭和大学医学部第一病理学）

 D-2 唾液腺腫瘍の病理 ―新 WHO 分類を踏まえて―
長尾 俊孝（東京医科大学病理診断学）

事前資料としてバーチャルスライド（DVD-R）を送付予定です。
* 印は新規のものです。
病理専門医の資格更新単位として 10 単位が得られます。
受講料：1 コース IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員 10,000円です。
	 （教育担当	：	清水　道生）

2010年病理学教育セミナーのお知らせ
IAP日本支部主催　日本病理学会後援

加藤常任幹事、松原会長、清水教育担当
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下記の要領にて 2010 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励
賞を公募いたします。

記
応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは
問わない）

選考対象： 2009 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された診
断病理分野における優れた英文論文（1 編）。但し、
留学先での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆頭
著者を原則とする。

受賞者数：3 名以内
賞の内容：賞状と副賞

応募方法
推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする。（しかし、
推薦者がいない場合でも受付ける。）

申請時に必要なもの：
　１．応募者の履歴書
　２． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推

薦人がいない場合）
　　　A4 用紙 2 枚以内（書式は問わない）
　３．論文の別刷 7 部（1 部はオリジナル、他はコピー可）

応募の締切：2010 年 8 月 31 日（当日の消印有効）
宛　　　先： 〒 409-3898  

山梨県中央市下河東 1110　山梨大学医学部
　　　　　　人体病理学講座　IAP 日本支部事務局内
　　　　　　 「IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞」  

選考委員会宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP 日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの
外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の
IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受
賞者を IAP 日本支部の News Bulletin 紙上に加え、日本病理
学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

2010年IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募

第 28 回 IAP 国際会議がブラジル連邦共和国サンパウロ市
において行われます。

IAP 日本支部会員の方々は是非ともご出席ください。
詳細はホームページにアクセス（http://www.iap2010.com/）

会　期：2010 年 10 月 11 − 15 日
場　所： Transamérica Hotel Convention Center, São Paulo, 

Brasil
抄録締め切り：5 月 31 日

Marcello Franco, M.D.
Congress President

IAP 日本支部と台湾支部合同のスライドカンファレンスが、
今年は台湾の高雄市で開かれることになりました。詳細につ
いては、ホームページ（http://www.iapjapan.org/）を参照
してください。

会　期：2010 年 11 月 6 − 7 日
場　所：高雄市、台湾

第28回IAP国際会議
XXVIII th International Congress of the 

International Academy of Pathology

第３回日本−台湾
スライドカンファレンス開催

イグアスの滝 台湾高雄
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第 6 回アジア太平洋分子免疫組織学会議が、タイ王国パタ
ヤにおいて行われます。本会議には IAP 会員の方々のご出席
も期待されています。
会　期：2010 年 7 月 21 − 23 日
場　所：Pattaya, Tailand
会　長：Pongsak Wannakrairot （pongsakchula@gmail.com）

会　期：2011 年 5 月 20 − 24 日
場　所：台北市、台湾

Program
The 11th Japanese-Korean Joint Slide Conference of 

the International Academy of Pathology （IAP）

November 13 - 14, 2009
Hotel Nagoya Garden Palace and Nagoya University

Nagoya, Aichi, Japan

Makoto Kuroda, M.D., Ph.D.
Congress President

Section 1: 2009.11.13 （Friday）　Hotel Nagoya Garden Palace
The 11th Japanese-Korean Joint Slide Conference of the IAP
13：00 〜 14：15　Registration
14：15 〜 14：30　Opening Ceremony
Opening address Hiroshi Hashimoto, M.D.
Opening address Jeong-Wook Seo, M.D.
Welcome address Makoto Kuroda, M.D.

Introduction of Korean participants Jeong-Wook Seo, M.D. 
Introduction of Japanese participants
 Norimichi Nemoto, M.D.
14：30 〜 15：30　Part 1（4 cases, 2 cases each）
K-1  Moderator: Zenya Naito, M.D. Nippon Medical Uni-

versity
  Submitter: Kee-Taek Jang, M.D. Samsung Medical 

Center
  Discussant: Masafumi Ito, M.D. Japanese Red Cross Na-

goya Daiichi Hospital
J-1  Moderator: Insun Kim, M.D. Korea University Col-

lege of  Medicine
  Submitter: Atsuji Matsuyama, M.D. Univ. of Occu-

pational and Environmental Health
  Discussant: Kyung Hee Kim, M.D. Chung Nam Uni-

versity College of Medicine
K-2   Moderator: Yoshiyuki Osamura, M.D. Tokai Univer-

sity
  Submitter: Hyunjoo Lee, M.D. Korea University 

Guro Hospital
  Discussant: Suzuko Moritani, M.D. National Hospital 

Organization Nagoya Medical Center
J-2  Moderator: Shin Kwang Khang, M.D. Asan Medical 

Center, Ulsan Medical School
  Submitter: Yoshihiro Hamada, M.D. Fukuoka Uni-

versity, Faculty of Medicine
  Discussant: Kee-Taek Jang, M.D. Samsung Medical 

Center, Sungkyunkwan University School of Medi-
cine

15：30 〜 15：50　Coffee break
15：50 〜 16：50　Part 2（4 cases, 2 cases each）
K-3  Moderator: Hiroshi Iwasaki, M.D. Fukuoka Universi-

ty Faculty of Medicine
  Submitter: Seog-Yun Park, M.D. National Cancer 

Center
  Discussant: Masanori Hisaoka, M.D. Univ. of Occu-

pational and Environmental Health
J-3  Moderator: Han Kyeom Kim, M.D. Korea University 

College of Medicine
  Submitter: Chikage Suzuki, M.D. Nagoya University 

Graduate School of Medicine
  Discussant: Yoo-Duk Choi, M.D. Chonnam National 

University Medical School, Kwangju
K-4  Moderator: Toshio Morohoshi, M.D. Showa Univer-

sity 
  Submitter: Kyoung Bun Lee, M.D. Seoul National 

University Hospital
  Discussant: Shin-ichi Aishima, M.D. Kyusyu Univer-

sity Faculty of Medicine
J-4  Moderator: Kyo Young Lee, M.D. Seoul St Mary’s 

Hospital, Catholic University
  Submitter: Toshiaki Morito, M.D. Okayama Univer-

sity Graduate School of Medicine
  Discussant: Joon-Seon Song, Asan Medical Center, 

M.D. University of Ulsan College of Medicine

第6回アジア太平洋分子免疫組織学会議
6th APSMI （Asia-Pacific Society for Molecular 

Immunohistology） annual conference

第7回アジア太平洋IAP会議
The 7th Asia-Pacific International
Academy of Pathology Congress

昨年の第11回IAP日韓合同
スライドカンファレンス

パタヤビーチ
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16：50 〜 17：50　Special Lecture, Moderator: Hiroshi 
Hashimoto, M.D.

  Lecturer: Shinichiro Ushigome, M.D.: “The Japanese-
Korean Joint Slide Conference and the Asia-Pacific 
IAP Meeting: Involved in Organizing the First Meet-
ings”

17：50 〜 18：00　Photo time
18：30 〜 20：30  Welcome Banquet
Section 2: 2009.11.14（Saturday）Nagoya University
The 8th Japanese-Korean Joint Slide Conference of Bone & 
Soft Tissue Pathology
The 3rd Japanese-Korean Joint Slide Conference of Lung Pa-
thology
The 4th Japanese-Korean Joint Conference of Renal Pathology
8：30 〜 9：00　Registration
9：00 〜 12：00　 Slide Conference（Bone & Soft Tissue, 

Lung, Kidney）
12：00 〜 12：10　Photo time
Half-day Excursion by Bus
12：30       To The Tokugawa Museum  
13：00       Lunch Time
15：00       To The Toyota Automobile Museum  
17：00       Back to Nagoya City

愛知医科大学病院病理部　横井豊治
第３回日韓肺病理 Joint Slide Conference は 2009 年 11 月

14 日（土）午前に名古屋大学医学部で行われました。韓国側
から 13 名、日本側から 23 名の計 36 名の参加で、前日の深
夜に及ぶ懇親会にもかかわらず朝から活発な討論が繰り広げ
られました。日本肺病理学会の井内会長、韓国循環器呼吸器
病理研究会の Kim 会長からのご挨拶に始まり、双方の参加者
全員の紹介に引き続き、症例検討を行いました。症例は前回
同様、日韓双方から３例ずつ計６例をじっくり検討しました。
どれも興味深く考えさせられる症例で、参加者の呼吸器病理
診断学のレベルアップに大変役立ったと思います。特にリン
パ増殖性病変の症例ではリンパ腫専門の先生方の飛び入り参
加（乱入？）で、きわめて活発な討論となり、会を一層盛り
上げていただきました。最後は IAP 日本支部の松原次期会長
の締めのご挨拶で、2 年後韓国での再会を約しお開きとなり
ました。本会の開催に当たりご支援を賜りました皆様に厚く
御礼申し上げます。

日　時：2010 年 2 月 12 日（金）　15 時〜 17 時 15 分
場　所：新宿中村屋本店　5 階　レザミ
出席者： 松原、橋本、佐野、長村、清水、笹野、黒田、中谷、

岩下、諸星、根本、白石、加藤（洋）、山邊、加藤（良）、
近藤（事務局）、河野（事務局）

欠席者：吉野、岩崎、内藤、牛込

議　　題
１．確認事項：

　2010 年理事、役員、各委員会の確認
２．審議事項 ： 

　1）IAP 日本支部の行事予定
　2）IAP 教育シンポジウムについて
　3）IAP スライドセミナーについて
　4）第 3 回日台スライドカンファレンス（台湾）について
　5）IAP 本部との関係について
　6）名誉会員推薦について 
　7）IAP 日本支部の法人化について
　8）その他
　　・理事・会員のメールアドレス管理、運用について
　　・ホームページについて
　　・賛助会員について
　　・新規会員の積極的な勧誘について

３．報告事項：
　1）The 99th USCAP について 4）委員会報告
　2）IAP 国際会議について 5）庶務報告
　3）第 7 回 APIAP について

2010 年 4 月より IAP 日本支部のホームページをリニュー
アルしました。

新しいお知らせを随時更新していきますので、是非一度ご
覧くださいますようお願い申し上げます。
ホームページアドレス（http://www.iapjapan.org/index.html）

は従来通りで変更ありません。
今後は、入会手続き、USCAP 雑誌（Modern pathology, Lab-

oratory Investigation）の購読申し込みなどをホームページ
上で手続きできるようにシステムを構築していく予定です。

rqrqrqrqrqrqrq

あとがき
百花の春です
News Bulletin　2010 年第 2 号をお届けいたします。今回は
Washington DC にて開催された USCAP、Japan Night の報
告と、今秋、北九州市にて開催される IAP 病理学教育セミナー
のお知らせなど、今後の予定を中心とした内容になりました。
ホームページリニューアルのお知らせもあります。会員の皆
様はもとより、多くの方々に活用していただければ幸いと思
います。是非ご覧ください。新年度になり、移動も多い時期
です。所属先、ご住所など登録内容の変更がありましたら事
務局までご連絡くださいますようお願いいたします。また、
会員の皆様には E-mail アドレスの登録をお願いいたします。
随時情報などをお知らせしていく予定です。下記 IAP 事務局
専用アドレスまでお願いいたします。

〒 409-3898　山梨県中央市下河東 1110
山梨大学医学部人体病理学講座
常任幹事　加藤良平
事 務 局　近藤哲夫／河野嘉代子
Tel：055-273-9529 ／ Fax： 055-273-9534
E-mail：jdiap@med.yamanashi.ac.jp

第３回日韓肺病理
Joint Slide Conferenceの御報告

2010年IAP日本支部第１回理事会

IAP日本支部ホームページ
リニューアルのお知らせ


